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公表日

利用児童数

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ ご意見 ご意見を踏まえた対応

1
訪問支援員からの助言や説明は、具体的でわかりやすく、取

り入れやすいものですか。

10 1 0

・保護者との話もよくされていて分かり

やすい。

・保育所との環境の違いを理解した上で

話してくれるので取り入れやすいです。

2
訪問支援員の支援に対する知識・技術等に満足しています

か。

8 3 0

・子どもが安心して過ごせているようで

す。

・専門の方の話を聞いたり適切なアドバ

イスをもらえるので保育の参考になりま

す。

・大変満足しています。

3
訪問支援員は質問に対して、適時・適切に回答してくれてい

ますか。

8 3 0

・納得ができる回答をしてくれます。

・集団の中での支援についての質問など

にも丁寧に回答していただきました。

4
保育所等訪問支援を利用したことで、課題や困りごとが解消

または軽減されましたか。

4 7 0

・すぐには改善できない事もあるので。

・日程調整がつかないことが多く、行事

前など対象児が一番落ち着かない状態の

時に訪問していただけると良いなと思い

ます。

・課題などについて話し合うことで共通

理解し、今後の見通しをもつことができ

ました。

・これからの課題を再確認しました。

・日程調整の方法について検討してい

きます。

5 事業所からの支援に満足していますか。

8 3 0

・満足しています。

・お互いの施設での子どもの姿を話し合

うことができ、満足しています。

・医療の先生とお話しできる機会があ

り、満足しています。

・様子をしっかり見ていただき、入学前の様子を伺ったり、入学後の様子を伝えたりと、情報交

換ができてよかったです。

・保護者と学校をつないでくれたり、心理的な支援について助言をいただいたり、訪問していた

だけてよかったです。

・カナの家を利用している子どもは大変安定してきます。これからもご尽力いただきたく思い、

お互いの関係を深めて行きたいと思っています。

・訪問支援員が来園した時は、比較的問題行動が少なくなるので、日頃の様子を見てもらえない

ことがありますが、対象児の困りごとや問題行動について話しを聞いてもらったり、アドバイス

をもらえるので気持ちが楽になります。

・保育所からも訪問させていただきたいと思います。また、今後も保育所の子どもたちが沢山お

世話になると思います。子どもたちのためにも連携をとることが大切だと思うので、これからも

よろしくお願いいたします。

・今年度1回の訪問であったため、その後の様子や課題を伝える機会がなかった。

・医療の先生とお話することで、医療からのアプローチの仕方やご家族から本児との関係性、今

の状態などをお聞きでき、学校での関わり方が今の方向性で良いと再確認しました。更に、より

良き方向へ進めていきたいと感じました。

・保護者から訪問前個別配慮内容用紙を受け取り、内容記載後封書を保護者に手渡しをしまし

た。しかし、電話連絡がなく、数カ月が経過し、書類提出の必要の有無に疑問が残りました。

日々子どもの様子は変化していくと思いますので、連携の在り方について、考えていただきたい

と思います。

・母親の希望で１度来ていただきました。集団生活での様子を直接見ていただくことは重要だと

思います。できれば、学期に1回など交流できる時間があればいいのかなと思います。

・普段リハビリ等を行っている事業所以外の場所（学校）で職員の方に会うことは児童が拒否す

ることがあるため、訪問時は児童にわからないように支援学級の様子や休憩時間の様子をみてい

ただきました。機会があれば対象児童への対応等について教えていただければ有難いです。

・たくさんのご意見をありがとうございました。人員が限られており、訪問がご希望のタイミ

ングや回数に対応できていない状態です。ご記入いただいた事前情報を活かせるように、日程

調整の方法などを検討していきます。

・カナの家の児童発達支援を利用している方について、保育所の先生の訪問は随時対応してい

ます。ご希望の際にはカナの家までご連絡ください。
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・様子をしっかり見ていただき、入学前の様子を伺ったり、入学後の様子を伝えたりと、情報交

換ができてよかったです。

・保護者と学校をつないでくれたり、心理的な支援について助言をいただいたり、訪問していた

だけてよかったです。

・カナの家を利用している子どもは大変安定してきます。これからもご尽力いただきたく思い、

お互いの関係を深めて行きたいと思っています。

・訪問支援員が来園した時は、比較的問題行動が少なくなるので、日頃の様子を見てもらえない

ことがありますが、対象児の困りごとや問題行動について話しを聞いてもらったり、アドバイス

をもらえるので気持ちが楽になります。

・保育所からも訪問させていただきたいと思います。また、今後も保育所の子どもたちが沢山お

世話になると思います。子どもたちのためにも連携をとることが大切だと思うので、これからも

よろしくお願いいたします。

・今年度1回の訪問であったため、その後の様子や課題を伝える機会がなかった。

・医療の先生とお話することで、医療からのアプローチの仕方やご家族から本児との関係性、今

の状態などをお聞きでき、学校での関わり方が今の方向性で良いと再確認しました。更に、より

良き方向へ進めていきたいと感じました。

・保護者から訪問前個別配慮内容用紙を受け取り、内容記載後封書を保護者に手渡しをしまし

た。しかし、電話連絡がなく、数カ月が経過し、書類提出の必要の有無に疑問が残りました。

日々子どもの様子は変化していくと思いますので、連携の在り方について、考えていただきたい

と思います。

・母親の希望で１度来ていただきました。集団生活での様子を直接見ていただくことは重要だと

思います。できれば、学期に1回など交流できる時間があればいいのかなと思います。

・普段リハビリ等を行っている事業所以外の場所（学校）で職員の方に会うことは児童が拒否す

ることがあるため、訪問時は児童にわからないように支援学級の様子や休憩時間の様子をみてい

ただきました。機会があれば対象児童への対応等について教えていただければ有難いです。

・たくさんのご意見をありがとうございました。人員が限られており、訪問がご希望のタイミ

ングや回数に対応できていない状態です。ご記入いただいた事前情報を活かせるように、日程

調整の方法などを検討していきます。

・カナの家の児童発達支援を利用している方について、保育所の先生の訪問は随時対応してい

ます。ご希望の際にはカナの家までご連絡ください。


